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インターバンクの声 （2016 年 11 月 14 日） 
 

先週末は米国市場がベテランズ・デーのため債券市場と為替市場が休場となること

もあって、東京市場の夕方には利益確定を中心にポジション調整によるドル売りが

拡大、106円後半から前半まで 80銭ほど調整が進んだ。105円台に再突入してしま

うと、ドル高進行への期待感が一旦萎んでしまう可能性もあったが、106 円割れの寸

前ではドルの買い戻しも入り、その後はフィッシャー米連邦準備制度理事会（FRB）

副議長が年内利上げに前向きと受け止められる発言をしたことや、予想よりも強かっ

た11月の米ミシガン大学消費者信頼感指数がドル買いを後押ししたため、再度 106

円後半に戻すことになった。市場は今のところトランプ次期政権への期待感を保っ

たままで、インフレ率が上昇するとの見方も拡大しているが、ドルが主要通貨バスケ

ットに対し 9 ヵ月ぶりに高値を更新していることや足許のドル円が購買力平価よりも

円安に乖離し過ぎているとの声が出始めているのは気掛かりだ。金曜日のニューヨ

ーク・ダウの上昇も全員参加によるものではなく、週明け 2，3 日の金融市場の動向

を確認してみないと、さらにドル買いを進めるべきかどうかの判断は付き難い。 
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